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【目的】 

共鳴トンネルダイオード（RTD）は、小

型かつ安価な連続波テラヘルツ（THz）光源

であるが、位相ノイズが大きい。RTDをレー

ダー等に応用する上で、光源の狭帯域化や位

相制御が重要である。これまで、変調された

赤外光に対する同期や、注入光の倍波に対す

る同期 [1] が研究されてきた。本研究では、

RTD の中心周波数に合わせた狭帯域な THz

光を注入した際の同期現象を調べた。 

【方法】 

フェルミレベル制御バリアダイオード

（FMBD） [2] を検出器に用いたヘテロダイ

ン検波により、RTD出力光のスペクトルを測

定した（図 1）。局部発振光（LO）には、UTC-PD

より発生した周波数 f LO、 線幅 100 kHz の

THz 光を用いた。LO の発生に用いた光の強

度を約 3 GHzで正弦波変調し、別の UTC-PD

より周波数 f INJ、強度約 1 µW、線幅 100 kHz

の THz 光を発生して RTD に注入した。図 1

中央のビームスプリッタにはワイヤグリッ

ド偏光子（WG）を用い、RTDから反射して

FMBDに入る注入光の量を低減した。 

【結果】 

f INJを変えながら RTD出力光のスペクト

ルを測定した（図 2）。(a) 注入光なしの場合、

出力光の線幅は数十 MHz であった。(b)~(e) 

注入光ありの場合、Free-running 時の信号に

加え f INJ の位置に細いピークが見られた。	

f INJ が RTD の中心周波数に近づくにつれこ

のピークは高くなり、(e)の場合ではピークの

エネルギーと裾の部分のエネルギーが同程

度になった。これは、変調された注入光の強

度がある閾値以上の時のみ注入同期が起こ

っており、その閾値が f INJの値により異なる

ためと考えられる。講演では注入光強度によ

る挙動の変化、同期の原理を議論する。 

 
図 1：実験配置図 

 
図 2： RTD出力光のスペクトル 
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